
金沢市の無電柱化推進に向けた取組みについて

令和７年１０月１日

金沢市

資料２



１ 金沢市概要
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面 積 468.81km2

人 口 454,312人
(R7.8.1現在 推計)

世帯数 214,426世帯
(R7.8.1現在 推計)

兼六園 金沢城

金沢駅

１ 金沢市概要
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歴史遺産群（重伝建地区）
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金沢駅

金沢城公園

市役所

【主計町】
平成20年6月9日選定
約0.6ヘクタール

【東山ひがし地区】
平成13年11月14日選定

約1.8ヘクタール

【寺町台地区】
平成24年12月28日選定
約22.0ヘクタール

【卯辰山麓地区】
平成23年11月29日選定
約22.1ヘクタール

兼六園

重要伝統的建造物群保存地区

１ 金沢市概要
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２ 無電柱化の整備
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一般市道 尾張町2丁目線2号他

一般市道 尾張町2丁目線6号他

一般国道159号
(博労交差点～武蔵交差点)

一般国道359号
(東山交差点～山の上交差点)

一般市道 東山1丁目線9号他

一般国道159号
(桜町東～賢坂辻交差点)

主要地方道 金沢湯涌福光線
（石引、小立野）

一般県道 別所野町線
(寺町)

準幹線 510号野町･泉野線

一般国道157号
(野町広小路交差点～野町3丁目)

一般市道 片町２丁目線９号他

２ 無電柱化の整備２ 無電柱化の整備

凡 例

整備中路線

整備済路線

重点区域

国 道

県 道

市 道

重伝建地区

Ｎ
500

1000m
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0

開始：昭和61年度～

目的：主に景観施策

整備済み延長

約９０㎞ （重点区域外含む）

設計施工中箇所

１７箇所 （重点区域外含む）

【金沢市の無電柱化事業】

重点区域
「金沢方式無電柱化推進実施計画」における
無電柱化を推進する区域。
国・県・市の整備路線を位置け、連携し事業を推進。
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２ 無電柱化の整備（重点整備エリア）
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国道159号
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交差点8



【全体像】
『無電柱化による魅力あふれるまち・金沢』

【基本方針】
景観・歴史まちづくり、観光・商業まちづくり、安全・安心まちづくり

【路線の再評価】
・「未整備路線」の29路線を対象に評価項目を設定し、路線の再評価。

・評価の視点は、「路線評価」と「事業性評価」の２つ
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２ 無電柱化の整備

9



地域特性に合わせた手法

完全地中化
既存ストック活用

ソフト地中化

浅層埋設

軒下配線

裏配線・脇道配線

２ 無電柱化の整備（整備手法）２ 無電柱化の整備（整備手法）
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３ 整備事例
（主計町無電柱化事業）
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整備前

主計町無電柱化事業主計町無電柱化事業
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整備後

～完全地中化～

主計町無電柱化事業主計町無電柱化事業
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第１回 ワークショップ

地区の現状と課題、整備イメージ、基本方針など

第２回 ワークショップ

無電柱化方式の検討など

第３回 ワークショップ

整備課題と解決策、計画案の検討など

第４回 ワークショップ

基本計画の策定

主計町無電柱化事業主計町無電柱化事業

※ワークショップとは、地区住民が主体となって、有識者や市などとともにより良い整備の
方法について話し合い、検討していく方法のこと
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整備前 整備後

～軒下配線方式～

電線類

電力機器

主計町無電柱化事業主計町無電柱化事業
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主計町無電柱化事業主計町無電柱化事業
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４ 無電柱化の効果
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４ 無電柱化の効果４ 無電柱化の効果

「歴史的街並みの保全」「修景整備」の主要事業の１つとして
無電柱化事業を実施

＜参考＞ １．昨年の外国人宿泊者増加率 約2.4倍（都道府県別全国１位）

２．来街者は「歴史風情のある街歩き」などに期待

「美しく古い街並みが残っている」ことなどを評価

来街者の増加・満足度に寄与

＜ R6 金沢市観光調査結果（外国人1,105人件）＞

◇ 金沢に期待していたこと (満足度)

1.「日本食を食べること」82.8%（81.0%）

2.「歴史風情のある街歩き」74.7%（71.4%）

3.「史跡・名所観光」73.2%（72.6%）

◇ 金沢全体の印象（自由回答）

・美しい街 ・古い街並が残っていて街がきれい ・歴史を感じる

・日本の伝統が残っている ・伝統と新しいもののバランスがとれている
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５ 無電柱化の推進に向けて
（電線管理者との連携）

（様々な補助メニューの活用）
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５ 無電柱化の推進に向けて５ 無電柱化の推進に向けて

【電線管理者との連携】
「官民連携による金沢方式無電柱化事業の推進に関する覚書」の締結（R4.3.23）
→金沢方式無電柱化推進実施計画に基づく無電柱化事業について電線管理者と相互
に連携し、より一層の推進を図っていく。

締結団体

北陸電力送配電株式会社電気事業者
（１社）

西日本電信電話株式会社
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ・金沢ケーブル株式会社・キャンシステム株式会社
北陸通信ネットワーク株式会社・株式会社ＵＳＥＮ

電気通信事業者
（７社）
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長町館

中央公民館
緑地

資料館

前田土佐守家

記念館

老舗
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＜
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＞
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養智院

片町２丁目
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事
業
区
域

香林坊２丁目

片町１丁目

＜
竪
町
通
り
＞

＜
中
央
通
り
＞

↑
鞍
月
用
水

鞍月用水沿い・旧古寺町通りにおける既存管路の活用

• 施工スペースが狭い（道路幅員：2.6～4.2m）
• 埋設管が多数あり（埋設物：放水路、下水、水道、ガス、電力管)
• 沿線に再開発事業の計画あり（無電柱化法により無電柱化が必要）
• 電力消費の多いビルが林立している（電気機器の消費電力50kw以上の建物：約10棟）

既存管路（北陸電力送配電）

５ 無電柱化の推進に向けて（電線管理者との連携）

整備区間
(360m)

再開発予定箇所

香林坊

②

①

写真①（北側）

写真②（南側）
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鞍
月
用
水
放
水
路

→

2.7m 1.3m

５ 無電柱化の推進に向けて（電線管理者との連携）

鞍月用水沿い・旧古寺町通り（道路状況）
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＜包括発注方式のイメージ＞

（１）包括発注委託とは

（２）包括発注委託理由
１．保安上十分な対策が必要なため

（既存ストックには高圧管、低圧管があるため）
２．電力事業者の技術ノウハウの活用が必要なため

（沿線高圧受電者の対応等）

金沢市が実施している設計、施工および関係者との協議等を
電線管理者が包括的に、ワンストップで実施する事業

５ 無電柱化の推進に向けて（電線管理者との連携）
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〇活用してきた補助メニュー

・【防災・安全交付金】

・【官民連携無電柱化支援事業】

５ 無電柱化の整備（様々な補助メニューの活用）５ 無電柱化の整備（様々な補助メニューの活用）

〇今後さらに活用を検討している補助メニュー

【観光地域振興無電柱化推進事業】

＜間接補助拡大 R6.10月～＞

電線管理者費用負担分（電柱撤去費用等）の１/２が追加【電線共同溝】

※国⇒地方公共団体⇒電線管理者

＜活用について各電線管理者と協議＞

→ 電線管理者が活用に同意！

対象：電線共同溝、要請者負担
補助率：5.5/10

対象：電線共同溝、要請者負担、自治体管路
補助率：5.0/10

対象：電線共同溝、単独地中化

〇現在活用中の補助メニュー

・【無電柱化推進計画事業補助】

・【都市構造再編集中支援事業】

対象：単独地中化
補助率：2/3

対象：電線共同溝、要請者負担
補助率：5.5/10
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ご清聴ありがとうございました

金 沢 市
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